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題材ごとに何に着目してどう考えればよい

のかという「見方・考え方」に気付かせるた

めに、「鑑賞の入り口」と「造形的な視点」を

示しています。これらを基に掲載作品等の

「鑑賞」―生徒自らの「表現」―お互いの作

品の「鑑賞」を行うことで、学びの定着が図

れる教科書です。
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